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特
集4〜5 「第70回新潟県公民館大会を振り返って」

羽茂地区公民館事業「マリンスポーツ教室」（佐渡市）
親子でバナナボートに挑戦！ 佐渡の夏の海を満喫しませんか !!

２……… トピックス 「新潟県社会教育団体懇話会（社団懇）総会開催」

３……… 視 点 「生涯学習は人づくり」　新潟市立臼井中学校　校長　田中　宏和
ひ ろ ば 「公民館・自治会、そしてコミュニティの関係は」　三条市大崎公民館長　山田　俊彦
掲 示 板 「各地区研修会の開催」

6……… 実践記録シリーズ 地域の遠足！「広神再発見講座」　魚沼市中央公民館

7……… サークル交流 「子育てに絵本を」（見附市）／「書と向き合って」（出雲崎町）
素 顔 拝 見 有本　幸雄さん（加茂市）／佐藤　佳子さん（阿賀野市）

８……… お元気ですか 「館長さんに励まされ」　長岡市・山﨑　重信さん
ネットワーク 「下越地区公民館連絡協議会第１回公民館職員研修会」



2７月２日㈫　公民館月報第１回公民館月報編集委員会　新潟市中央公民館404講座室　事務局長出席 ひとくち情報
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新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会（
社
団
懇
）総
会
開
催�

　
社
団
懇
の
総
会
が
７
月
23
日（
火
）

に
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
板
倉
久
徳
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、事
務
局
県
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
山
下
事
務
局
長
の
進
行

で
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
来
賓

　
新
潟
県
教
育
庁
生
涯
学
習

 

推
進
課
長　
信
田　
直
樹
様

　
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進

 

セ
ン
タ
ー
所
長　
長
谷
川
明
寿
様

　
新
潟
県
少
年
自
然
の
家
所
長

 

名
古　
善
晃
様

　
来
賓
の
み
な
さ
ま
か
ら
生
涯
学
習

施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
会
の
取
組
に

つ
い
て
、新
潟
県
少
年
自
然
の
家
の

主
催
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

〇�

協
議
の
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で

す
が
、す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
） 平
成
30
年
度
事
業
並
び
に
収
支

決
算
報
告

（
２
）会
計
監
査
報
告

（
３
）２
０
１
９
年
度
役
員
選
出

（
４
） ２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
並
び

に
予
算
案
に
つ
い
て

８　
新
潟
県
健
民
少
年
団
連
合
会

９　
新
潟
生
涯
学
習
協
会

10　

 

一
般
社
団
法
人
新
潟
県
子
ど
も

会
育
成
連
合
会

〇
講
演
会

　
講
師　
新
潟
県
立
大
学

 

教
授　
小
池　
由
佳
様

　
「
今　
必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
子
ど
も
の
居
場
所
と
は
？
」

　

現
在
は
、ま
わ
り
に
子
ど
も
が
い

な
い
、「
つ
な
が
る
」が
難
し
い
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
状
況
の
変
化
で
子
ど
も
の
貧
困

（
子
ど
も
が
経
済
的
困
窮
の
状
況
に

お
か
れ
、発
達
の
諸
段
階
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
奪
わ
れ
た
結

果
、人
生
全
体
に
影
響
を
も
た
ら
す

ほ
ど
の
深
刻
な
不
利
を
負
っ
て
し
ま

う
こ
と
）が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
と
し
て「
居
場
所
」を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
子
ど
も

の
居
場
所
」と
は
、家
で
も
学
校
で
も

な
く
、自
分
の
居
場
所
と
思
え
る
場

所（
内
閣
府
定
義
）

　
「
居
場
所
」を
構
成
す
る
要
素
は

「
栄
養・
知
識
」、「
体
験・
交
流
」、「
時

間
」、「
生
活
支
援
」が
あ
り
、子
ど
も

の
居
場
所
の
一
例
と
し
て
、「
子
ど

も
食
堂
」等
が
あ
る
。

　
「
子
ど
も
の
居
場
所
」が
も
た
ら
す

も
の
と
し
て
は
、「
安
心・安
全
」、「
つ

な
が
り
」、「
認
め
ら
れ
る
経
験
」で
あ

り
、「
居
場
所
」を
必
要
と
す
る
子
ど

も・子
育
て
家
庭
へ
の
理
解
と「
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」を
考
え
て
ほ
し
い

と
最
後
に
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

〇�

加
盟
団
体
の
現
況
報
告（
10
団
体
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

 　

各
団
体
の
課
題
と
し
て
、会
員

数
や
指
導
者
の
減
少
を
あ
げ
て
い

た
団
体
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
※ 

社
団
懇
は
、県
内
の
社
会
教
育

関
係
10
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

１　

 

新
潟
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会

２　
新
潟
県
公
民
館
連
合
会

３　

 

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

４　

 

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

５　

 

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
潟
県

連
盟

６　

 

一
般
社
団
法
人
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
新
潟
県
連
盟

７　
新
潟
県
婦
人
連
盟

板倉久徳会長のあいさつ

ガールスカウト新潟県連盟の現況報告

研修会の様子 講師　小池　由佳　様

協議の様子 新潟県少年自然の家所長の説明

№798（第３種郵便物認可）  令和元年８月15日 



3 ひとくち情報 ７月４日㈭　第70回県公民館大会第２回実行委員会　新発田市民文化会館　事務局長出席

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS
〇上越地区公民館のつどい
　（１）日時　９月28日（土）10：00 ～
　（２）会場　ユートピアくびき希望館
　（３）講演会　講師　千葉大非常勤講師
 越村　康英 様　
　　　主題　「地域づくりと公民館」
　　　～これからの公民館に必要なこと～
〇中越地区公民館職員研修会
　（１）日時　９月25日（水）10：00 ～

　（２）会場　燕市中央公民館
　（３）講 演会
　　　講師　マインドウェルネス
 アドバイザー　鈴木　美和 様
　　　主題　「幸福と社会の持続的
 発展に向けた学びの循環」
　　　～地域コミュニティの拠点として～
〇社会教育関係者　元気アップ交流会
　（１）日時　９月７日（土）13：00 ～

　（２）会場　柏崎市谷根729番地
　　　　　　　　　　　　（旧山㟢邸）
　（３） 内容　社会教育の仕事に関わって

いる方が、一緒に疑問や悩みを語
り合い、学び合う交流集会です。
今年度で４回目を迎えます。

　　　 　社会教育に興味・関心がある方
お待ちしています。

　（４）参加費　1,000円

各地区研修会の開催

新潟市立臼井中学校
校長　田中　宏和

「
生
涯
学
習
は
人
づ
く
り
」

に
出
か
け
豆
ア
ジ
釣
り
を
や
っ
た
り
、

筥
堅
八
幡
宮
に
出
か
け
付
近
の
植
物
観

察
を
行
っ
た
り
、生
涯
学
習
課
の
担
当

職
員
と
一
緒
に
悩
み
考
え
、様
々
な
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
、毎
回
親
子
で
参
加
さ
れ
る
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、講
座
は
毎
回
楽

し
く
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

こ
の
雰
囲
気
が
大
好
き
で
、講
座
が
と

て
も
楽
し
み
で
し
た
。
講
師
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、参
加
者
と
一
緒
に
考
え
た
講

座
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、こ
の
３
年
間
は
と
て

も
充
実
し
た
時
で
あ
り
生
涯
学
習
や
公

民
館
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

嬉
し
か
っ
た
の
は
、私
と
一
緒
に
多

く
の
講
座
を
担
当
し
た
生
涯
学
習
課
の

職
員
の
方
が
社
会
教
育
主
事
講
習
を
受

講
し
、資
格
を
取
得
し
て
活
躍
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
一
緒
に
悩
み
、苦
労
し
、喜

ん
だ
仲
間
が
生
涯
学
習
の
素
晴
ら
し
さ

に
魅
了
さ
れ
、こ
の
道
に
入
っ
た
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。

多
く
の
講
座
が
公
民
館
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
企
画
運
営
す
る
方
、参
加
さ

れ
る
方
が
そ
の
面
白
さ
を
実
感
し
、更

に
多
く
の
講
座
に
出
た
り
、企
画
し
た

り
、人
を
介
し
て
学
び
は
広
が
り
ま
す
。

ま
さ
に
生
涯
学
習
は
人
づ
く
り
で
す
。

最
後
に
、17
年
前
に
お
世
話
に
な
っ

た
山
北
町
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、今
後
、生
涯
学
習
や
公

民
館
が
益
々
発
展
で
き
る
よ
う
、色
々

な
場
面
で
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

17
年
前
、私
は
山
北
町
に
派
遣
社
会

教
育
主
事
と
し
て
３
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
学
校
週
五
日
制
に
伴
い
、週
休
日
の

子
ど
も
の
居
場
所
作
り
が
課
題
で
し

た
。
子
ど
も
達
の
体
験
活
動
の
支
援
の

た
め
公
民
館
に「
体
験
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
体

験
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
週
休
日

の
子
ど
も
達
の
講
座
を
企
画
運
営
す
る

こ
と
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

地
域
の
方
々
を
講
師
に
お
願
い
し
、

公
民
館
で
は
昔
遊
び
や
そ
ば
打
ち
体

験
、川
に
出
か
け
て
幻
の
魚「
イ
バ
ラ
ト

ミ
オ
」を
網
で
捕
ま
え
に
行
っ
た
り
、海

当
公
民
館
は
三
条
市
の
市
街
地
周

辺
地
域
に
あ
る
地
区
館
の
一
つ
で
す
。

数
十
年
前
は
純
農
村
地
域
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、公
民
館
は
地
域
の
核
と

な
り
、自
治
会
長
協
議
会
と
協
力
し
て

体
育
祭
や
敬
老
会
を
は
じ
め
、社
会
教

育
事
業
を
推
進
し
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

昭
和
の
後
期
か
ら
平
成
に
入
る
と
住

宅
が
増
え
、人
口
、世
帯
数
も
激
増
し
ま

し
た
。
既
存
の
自
治
会
組
織
や
行
政
か

ら
の
社
会
教
育
事
業
だ
け
で
は
地
域
づ

く
り
は
十
分
で
な
く
、住
民
主
導
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
時
代
の
流

れ
だ
と
思
い
ま
す
。

当
地
域
で
は
、平
成
18
年
に「
大
崎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」が
組
織
さ
れ
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。主
た
る
活
動
は
、ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
も
と
五
部
会
で
、地
区
住
民
に
直

接
働
き
か
け
る
目
に
見
え
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
公
民
館
の
役
割
は
、

生
涯
学
習
の
推
進
や
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
当
館
で

も
特
色
の
あ
る
講
座
や
、き
っ
か
け
の

１
歩
事
業（
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創

出
や
交
流
）な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

さ
て
、大
崎
地
域
に
は
長
年
続
い
て

き
た
体
育
祭（
現
在
は
、体
育
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
）が
あ
り
、今
年
で
56

回
目
と
な
り
ま
す
。

以
前
は
公
民
館
と
自
治
会
が
企
画
立

案
し
、体
育
指
導
員
等
の
応
援
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
中
心
と
な
り
、自
治
会
と
公
民

館
が
加
わ
り
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

私
は
、公
民
館
・
自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
三
者
の
関
係
を
三
輪
車
の
よ

う
だ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
三
輪

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
う
ま
く
回
転
し
て

い
ま
す
。

「公民館・自治会、そして
� コミュニティの関係は」

三条市大崎公民館長  
山田　俊彦

№798（第３種郵便物認可）  令和元年８月15日 
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特
集

７月５日㈮　社団懇代表者会　新潟県商工会館　事務局長出席 ひとくち情報

県
公
民
館
大
会
を
振
り
返
る

○
開
式
前

○
開
会
式

永年勤続者表彰　受賞者
所　属 氏　名

１ 上越市名立地区公民館 金
かね

子
こ

隆
たか

幸
ゆき

2 上越市名立地区公民館 石
いし

井
い

陽
よう

子
こ

３ 上越市名立地区公民館 草
くさ

間
ま

茂
しげ

雄
お

４ 上越市有田地区公民館 飯
いい

塚
づか

初
はつ

枝
え

５ 糸魚川市磯部地区公民館 村
むら

田
た

勝
かつ

男
お

６ 糸魚川市木浦地区公民館 磯
いそ

谷
がい

正
まさ

芳
よし

７ 糸魚川市大和川地区公民館 下
しも

澤
ざわ

　真
ま

由
ゆ

美
み

８ 糸魚川市大和川地区公民館 猪
いの

又
また

亜
あ

美
み

９ 長岡市越路公民館西谷分館 米
よね

山
やま

文
ふみ

雄
お

10 長岡市寺泊公民館 石
いし

川
かわ

昌
まさ

幸
ゆき

11 加茂市公民館 相
あい

田
だ

喜
き

一
いち

郎
ろう

12 見附市新潟公民館 石
いし

田
だ

庄
しょう

作
さく

13 新発田市中央公民館 田
た

中
なか

文
ふみ

子
こ

14 新発田市中央公民館加治分館 村
むら

田
た

政
まさ

昭
あき

15 聖籠町公民館 大
おお

野
の

弘
ひろ

行
ゆき

16 聖籠町公民館 阿
あ

部
べ

郁
いく

夫
お

17 五泉市公民館 松
まつ

尾
お

幸
こう

一
いち

18 新潟市新津地区公民館 川
かわ

近
ちか

和
かず

雄
お

19 新潟市新津地区公民館 皆
みな

川
がわ

美
み

穂
ほ

子
こ

20 新潟市中地区公民館 丸
まる

山
やま

曻
しょう

一
いち

№798（第３種郵便物認可）  令和元年８月15日 

新発田市民文化会館入口米山　淳大会実行委員長の
開式のことばで開会しました。

浅間　直美新潟県公民館連合会
会長の主催者のことば

受付準備中公民館の歌斉唱

来
　
賓

工
藤
ひ
と
し
様　
　
新
発
田
市
教
育
長

島
田　
　
譲
様　
　
株
式
会
社
新
潟
放
送
事
業
局
長

水
戸
部
照
夫
様　
　
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
副
会
長

新発田市工藤ひとし教育長の
歓迎のあいさつ

ご出席いただいた９名の
来賓の皆さま

代表して、新発田市村田政昭様が
賞状と記念品を受け取りました。

表彰式には受賞者20名の内11名が出席されました。
永年にわたり公民館活動を支えてこられた受賞者の
皆様、おめでとうございました。

新潟県教育委員会　須貝　孝
教育次長のあいさつ

「
第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
を
振
り
返
っ
て
」



5 ひとくち情報 ７月18日㈭　第70回県公民館大会リハーサル　新発田市民文化会館　事務局２名出席

加
藤　
康
雄
様　
　
新
潟
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長

手
島　
勇
平
様　
　
新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
役
員

外
石　
榮
子
様　
　
新
潟
県
婦
人
連
盟
理
事
長

吉
井　
純
子
様　
　
新
潟
県
小
学
校
長
会
理
事

佐
藤　
政
志
様　
　
新
潟
県
中
学
校
長
会
理
事

板
倉　
久
徳
様　
　
新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

○
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ
ー
マ「
新
し
い
公
民
館
運
営
を
考
え
る
」

　
◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
田
原　
　
理
氏

 

（
前
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
事
務
局
長
）

　
　
ト
ー
ク
者　
入
澤　
勇
太
氏（
刈
羽
村
公
民
館
長
）

　
　
ト
ー
ク
者　
熊
谷　
い
み
氏

 

（
新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

　
　
・ 入
澤
さ
ん
か
ら
は
指
定
管
理
を
受
け
ら
れ
て
の
取
組

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
・ 熊
谷
さ
ん
か
ら
は
新
潟
市
の
公
民
館
に
22
年
間
お
勤

め
に
な
っ
た
経
験
な
ど
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
も
多
く
の
質
問
が

あ
り
、会
場
も
一
体
と
な
っ
た

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
り

ま
し
た
。

　

 　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
次
の
よ
う
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
・指
定
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
・刈
羽
村
の
試
み
は
画
期
的
だ
と
思
っ
た
。

　
　
・公
民
館
の
直
面
す
る
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
　
・も
っ
と
話
が
聞
き
た
か
っ
た
。

○
昼
　
食

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

新
発
田
市
職
人
町
獅
子
保
存
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
迫
力
あ

る
獅
子
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
獅
子
に
か
ま
れ

た
人
は
ご
利
益
が
あ
り
そ
う
で
す
。
会
場
の
み
な
さ
ん
か

ら
多
く
の
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

○
事
例
発
表

○
閉
会
式

岩野俊彦県公連副会長が閉式の
ことばを述べました。

コーディネーター
田原　　理　氏

トーク者　左　入澤勇太氏
右　熊谷いみ子氏

昼食は彩りのよい美味しい
お弁当でした。獅子舞入場

迫力ある獅子舞でした。

上越地区代表　松澤　智美さん

中越地区代表　有本　幸雄さん

新潟市代表　河原　貢司さん
閉会式壇上

齋藤弥一大会副実行委員長の閉会の
ことばで全日程を終了しました。

米山　淳新発田市中央公民館長から
鈴木規宰十日町中央公民館長に

大会旗が引き継がれました。

次期開催地鈴木規宰十日町中央
公民館長のあいさつ

№798（第３種郵便物認可）  令和元年８月15日 



6

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録
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私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
の
魅
力
や
歴
史
を

知
る
こ
と
は
、地
域
の
課
題
や
問
題
点
等
を
探
る
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
神
公
民
館

が
平
成
30
年
度
に
取
り
組
ん
だ「
地
域
の
遠
足
」と

「
広
神
再
発
見
講
座
」を
紹
介
し
ま
す
。

「
か
る
た
」か
ら
巡
る
地
域
の
遠
足

　

広
神
公
民
館
に
は
、昭
和
56
年
度
に
製
作
さ
れ
た

「
お
ら
が
広
神　
い
ろ
は
が
る
た
」が
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
か
る
た
は
昭
和
の
時
代
に
失
わ
れ
た

り
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
数
々
の
生
業
や
行
事
、風
俗
、習

慣
、文
化
な
ど
を
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、現
在
で
も
地
域
の
多
く
の
人
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
遠
足
」で
は
、こ
の「
い
ろ
は
が
る
た
」に

描
か
れ
て
い
る
地
域
を
巡
り
、講
師
の
方
か
ら
解
説

を
し
て
い
た
だ
き
、ふ
る
さ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら

お
う
と
、平
成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

春
に
行
わ
れ
た
遠
足
で
は
、魚
沼
地
方
と
古
志
地

方
を
結
ぶ
主
要
な
街
道
で
あ
っ
た
大
道
峠
を
散
策

し
、江
戸
時
代
に
設
け
ら
れ
て
い
た
口
留
番
所
の
跡

地
や
縁
結
び
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
石

仏
、県
文
化
財
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
ご
神
木

の
二
本
杉
な
ど
、私
た
ち
が
後
世
の
人
た
ち
に
継
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
の
宝
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

　

２
回
目
の
秋
の
遠
足
で
は
、戸
隠
渓
流
歴
史
自
然

公
園
周
辺
の
文
化
財
を
中
心
に
解
説
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
え　
縁
結
び　
願
い
て
通
う　
石
仏

　
お　
大
杉
の　
二
本
が
睦
む　
滝
之
又

　
こ　
越
又
の　
口
留
番
所
の　
ご
高
札

　
し　
正
平
の　
碑
銘
も
古
き　
お
こ
り
塚

　
と　
戸
隠
は　
村
の
公
園　
わ
ら
び
狩
り

広
神
再
発
見
講
座「
戊
辰
小
出
島
戦
争
と
広
神
」

　
我
が
国
の
近
代
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
戊
辰

戦
争
。
わ
ず
か
１
５
０
年
前
に
魚
沼
の
地
で
も
展
開

さ
れ
た
戦
い
の
中
で
、当
時
の
地
域
の
先
人
た
ち
は

未
来
に
何
を
期
待
し
、憂
え
て
い
た
の
か
を
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
戊
辰
小
出
島
戦
争
記
」を
遺
し
て
く
れ
た
小
幡
梅

吉
、政
府
軍
と
し
て
戦
争
に
関
わ
っ
た
北
魚
沼
郡
の

郷
士
関
矢
孫
左
衛
門
、小
出
島
陣
屋
と
関
わ
り
の

あ
っ
た
萬
行
寺
等
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
講
演
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

過
去
の
史
実
に
基
づ
き
、そ
の
時
代
に
活
躍
さ
れ

た
地
域
の
先
人
や
当
時
の
社
会
情
勢
を
知
る
こ
と

は
、と
て
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
故
郷
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
な
が
ら
、地
域
に
伝

承
し
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

魚
沼
市
広
神
公
民
館　
山
田　
弘
行

№798（第３種郵便物認可）  令和元年８月15日 
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地域の遠足！
「広神再発見講座」

魚沼市中央公民館
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CirCle
サークル交流

　昨年の4月に公民館に配属と
なりました有本幸雄館長を紹
介します。もともと顔が広く初
めての公民館勤務にもかかわ
らず着任早々利用者から「あ～！」と声をかけら
れること数知れず。その持ち前の明るさと巧み
な話術、ソフトな対応で利用者から人気の館長
です。
　主に市民大学講座やシニア教室などの企画・運
営を担当していますが、公民館の業務全般を統括
しなければならず毎日忙しい日々を送っていま
す。そのような忙しいなかでも毎日のようにご
家族の面白話をしていただくので笑いが絶えま
せん。これからも笑顔と元気を届けてください。
 （加茂市公民館　金子　昌則　記）

加茂市公民館

館長　有本　幸雄さん

子
育
て
に
絵
本
を　

お
は
な
し
の
会

　
平
成
４
年
か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
公
民

館
を
は
じ
め
、小
学
校
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、保
育
園
な
ど

で
も
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
て
、

絵
本
か
ら
多
く
の
喜
び
や
悲
し
み
な

ど
を
感
じ
る
心
を
育
て
、心
豊
か
な

子
ど
も
達
を
育
て
な
が
ら
親
子
の
絆

が
深
ま
る
よ
う
に
心
の
種
ま
き
を
し

た
い
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
会
の
設
立
か
ら
26
年
続
い
て
い
る

今
町
公
民
館
と
の
共
催
事
業「
お
は

な
し
の
世
界
」に
は
、絵
本
大
好
き
な

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る
と
、読
み

手
と
聴
き
手
が
１
つ
に
な
っ
て
温
か

な
空
間
に
変
わ
り
ま
す
。
会
の
メ
ン

バ
ー
も
こ
の
空
間
を
大
切
に
、心
躍

ら
せ・
輝
く
瞳
の
子
ど
も
た
ち
に
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
絵
本
は
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も

楽
し
め
る
も
の
で
す
。
ふ
と
し
た
時

に
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

　
見
附
市・お
は
な
し
の
会

 

佐
々
木
志
津
子　
記

　水原公民館に勤務して３年目、
前は保育士をしていた佐藤さん
は子ども達と接する事が上手な
事はもちろんのこと、公民館を利
用する老若男女から慕われてい
ます。個人の方や団体からの講座企画相談では、親
身になって話を聞き、持ち前の発想力・企画力で楽
しい講座を作っています。
　昨年、五頭自然の家で沢登りを行ったのですが

「もう駄目だ」としきりに言っていたのに、今年は
２か月前より体幹を鍛えて、沢登りも楽勝にこな
していました。努力家で頑張り屋の佐藤さんです
が、お家に帰ると９か月のお孫さんがいる優しい
おばあちゃんです。
　体力が資本の公民館職員ですが、これからも市
民の学習の場を作ったり、利用者の相談に乗った
りして佐藤さんの力を思う存分発揮して行って欲
しいと思います。
 （安田公民館　田中　恵子　記）

阿賀野市水原公民館

主幹　佐藤　佳子さん

　

秋
に
は
町
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
作
品
展
に
出
す
た
め
、

そ
の
目
的
に
か
っ
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
時
に
は
思
う
よ
う
に
筆
が

進
ま
ず
落
ち
込
む
日
が
続
い
た
り
、

時
に
は
先
生
の
お
世
辞
に
何
と
す
っ

か
り
気
を
良
く
し
て
や
る
気
満
々
に

な
っ
た
り
の
繰
り
返
し
で
す
。

　
今
ま
で
作
品
展
に
は
短
歌
や
俳
句

等
を
条
幅（
半
切
）で
出
し
ま
し
た
。

今
年
は
小
条
幅（
１
／
２
の
半
切
）に

大
文
字
２
字
を
書
く
予
定
で
す
が
、

な
か
な
か
上
手
く
書
け
な
く
苦
戦
し

て
い
ま
す
。
で
も
筆
を
手
に
し
た
時

に
こ
そ
心
静
か
に
ゆ
と
り
の
世
界
に

入
り
、心
行
く
ま
ま
に
自
分
ら
し
い

作
品
を
と
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
で
励

ま
し
合
い
書
に
向
き
合
う
楽
し
さ
を

大
切
に
、こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
生
涯

学
習
に
精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

書
と
向
き
合
っ
て　

公
民
館
文
化
書
道
サ
ー
ク
ル

　
公
民
館
文
化
事
業
の「
書
道
教
室
」

か
ら「
書
道
サ
ー
ク
ル
」に
移
行
し
て

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
会
員

は
12
名
。月
３
回
の
土
曜
日
昼
間
に
、

講
師
石
田
翠
石
先
生
か
ら
熱
心
な
ご

指
導
と
温
か
い
励
ま
し
を
頂
き
な
が

ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
出
雲
崎
町・公
民
館
文
化
書
道
サ
ー
ク
ル

 

記
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と
し
て
、大
会
実
行
委
員
で
あ
る
大

会
事
務
局
、下
公
連
公
民
館
職
員
の

皆
様
か
ら
丁
寧
で
細
や
か
な
事
前
準

備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
お
も
て
な
し
の
こ
こ
ろ
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
広
瀬
）

　
７
月
19
日（
金
）に
第
70
回
新
潟
県

公
民
館
大
会
が
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。８
月
号
の
特
集
に
写
真

を
中
心
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
県

公
民
館
大
会
開
催
に
あ
た
り
、米
山

淳
新
発
田
市
中
央
公
民
館
長
を
中
心

編
集
後
記

　

退
職
後
、俳
句
を
始
め
ま
し

た
。平
成
20
年
、町
の
俳
句
大
会
で

「
席
題
」１
位
の
受
賞
で
し
た
。
初

投
句
で
、初
入
選
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
当
時
の
公
民
館
長
さ
ん

か
ら
賞
状
を
頂
き
感
銘
致
し
ま

し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
私
に
と
っ
て
公
民
館

の
存
在
は
知
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

学
識
経
験
者
の
集
会
場
か
、学
生

の
図
書
館
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
受
賞
を
機
会
に
校
長
の
経
歴
を

持
つ
、館
長
さ
ん
と
も
親
し
く
な

り
ま
し
た
。
俳
句
を
趣
味
と
し
て

お
ら
れ
る
館
長
さ
ん
に
、我
々
の

句
会
の
選
者
も
お
願
い
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

既
に
私
は
後
期
高
齢
者
で
す
。

趣
味
も
俳
句
か
ら
川
柳
に
転
身
し

「
長
陵
川
柳
」「
柳
都
川
柳
」で
新

し
い
出
会
い
も
待
っ
て
い
ま
す
。

現
、公
民
館
長
の
ご
配
慮
で
お
ぐ

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

に
コ
ミ
セ
ン
の
役
員
に
も
顔
出
さ

せ
て
貰
っ
て
お
り
ま
す
。公
民
館
、

コ
ミ
セ
ン
の
お
蔭
で
私
か
ら
生
涯

学
習
の
灯
が
消
え
る
事
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　
ま
だ
ま
だ
私
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

の
仕
事
も
残
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
高
齢
者
と
若
者
が
力
を
合
わ

せ
、公
民
館
活
動
、コ
ミ
セ
ン
の

活
動
を
通
し
て
、地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
、公
民
館
活
動
に
従
事
さ

れ
て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
、今
度

は
私
が
皆
さ
ん
を
励
ま
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

気

す

元

で

か

お「
館
長
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
」

山
﨑
　
重
信

（
長
岡
市
）

下
越
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会

第
１
回
公
民
館
職
員
研
修
会

　
令
和
元
年
６
月
28
日（
金
）に
村

上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
会
場
に

下
公
連
第
１
回
公
民
館
職
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
①

は
、「
村
上
市
に
お
け
る
家
庭
教

育
の
取
組
に
つ
い
て
」村
上
ｏ
ｈ

ａ
ｎ
ａ
ネ
ッ
ト
代
表
の
渡
辺
ひ
ろ

み
様
と
村
上
市
教
育
委
員
会
の
山

田
浩
介
様
か
ら
公
民
館
が
行
う
家

庭
教
育
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
②
は
ボ
ル
タ

リ
ン
グ・ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
体
験
を
行
い
、午

後
は
、市
町
村
の
防
災

教
育
の
取
組
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

〇
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
や
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
公
民
館
が
公

民
館
が
連
携
し
た
研
修
は
、人
と

人
が
つ
な
が
る
公
民
館
の
取
組

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、下
越
管
内
全
市
町
村
か

ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
行
わ
れ

た
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

は
、新
た
な
発
見
や
具
体
的
な
取

組
が
提
案
さ
れ
、参
加
者
か
ら
は

勉
強
に
な
っ
た
と
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
（
下
越
教
育
事
務
所

　

 

社
会
教
育
課　
副
参
事
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